
資料３-②-２

②市が進める取組について

２．スマートシティプロジェクトについて
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野菜無人販売所の設置

スマホによるキャッシュレス決済の普及や、買物利便性向上、交流・賑わいの創出などを目的に、

野菜無人販売所の設置、キッチンカーの出店を実施。（R3.11～）

■∞KONROOM
※毎週水・木曜日

■参考：スマートシティの推進体制

○三井住友海上火災保険株式会社（プロジェクトリーダー）

○株式会社Mellow（キッチンカー）

○YACYBER株式会社（野菜無人販売所）

大阪スマートシティパートナーズフォーラム ＝大阪府、市町村、協力企業等で構成。

大阪府・富田林市では、ＩＣＴ技術の活用による都市課題の解決等に向けて、

「スマートシティ」の取組を推進しています。

「金剛地区」では・・・

⇒継続して実施。地元産
野菜の販路として確立。

※本市では、３事業者と連携。
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スマートシティプロジェクトについて

キッチンカーの出店

■第２集会所前広場
※毎週火曜日

⇒R4.3一旦終了

■参考：販売数
12月：60～80食
1月：10～30食
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金剛地区住民の「野菜無人販売所、キッチンカーの利用」 「買い物の実情」「スマホ
の保有、利用状況」を把握することを目的に、アンケート調査を実施しました。

●アンケート調査

と き Ｒ3.12月～Ｒ4.1月

ところ 金剛地区内各所

●回答者の家族の年齢構成

21 4 14 18 27 35 72 61

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代以下 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代以上

76 8 12 22

0% 20% 40% 60% 80% 100%

世帯別集計

高齢者のみ 三世代 子育て世代 その他

スマートシティプロジェクトについて

回答者 118人
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キッチンカー

野菜無人販売所

利用したい（珍しいものがある）

利用したい（近くて便利）

利用したい（その他）

利用したくない

●サービスを利用してみたいですか？ ●利用したくない理由は？
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キッチンカー

野菜無人販売所

距離が遠い 買いたいものがない

高い スーパーで十分

●買い物の困りごとは？
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

距離 交通手段 品揃え 持ち帰り

27 26 2 77

0% 20% 40% 60% 80% 100%

車 自転車 バス 徒歩

●買い物の交通手段は？

スマートシティプロジェクトについて

※コンテンツのＰＲや
需要の検証等が必要
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7 93 34 31 20 41 17 18 10

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

通話のみ メッセージ カメラ ニュース 災害情報 ネット キャッシュレス決済 動画 ゲーム

●利用しているスマホの機能は？

●スマホ活用講座（無料）への参加意向は？

スマートシティプロジェクトについて

●家族のスマホ所有状況は？

84 20 14

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全員所有 一部所有 所有者なし

4 10

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したい 必要ない
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★買い物利便性の向上等に向けて、野菜無人販売所等の横展開を検討。

★ICT技術の普及促進に向けて、 スマホ活用講座の実施を検討（わっくCafé）。

●アンケート調査 総括

●Ｒ４年度の方向性

スマートシティプロジェクトについて

○地区の特徴として、住民に高齢者が多く、高齢者のみの家庭が多い。

※スマホを利用するハードルが高くなりがちである。

○地区内には坂道が多くあるが、高齢者ほど徒歩で買い物に出掛けている。

※さらに高齢化が進むと、免許返納等により、この傾向が強くなると考えられる。
※買い物の困りごとについて、距離や持ち帰りに悩む声もあるため、
野菜無人販売所等のように、店側が住民に近づく考え方は重要である。
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○スマホ機能のうち、キャッシュレス決済の利用者は10％前後。

※野菜無人販売所等におけるキャッシュレス決済の利用状況も、同程度である。


